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中
都中
人
民
共
和
同

は一
九
七一
年
秩

、
つ
い

に
問
述
へ
多
加
し
た．
そ

の
中

肉
に
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領一
行
は
ま
も

な
く
訪
れ
る・

今
回

の
ニ
ク

ソ
ン
訪
中

は
、

い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ

が
念
願

か
な

っ
て
中
国
大
陸
へ
「

上
陸」

し
よ
う

と
す
る

か
の
よ
う
に
も
忠
わ
れ
る・
し
か
し
こ
う

し
た
ア
メ
リ
カ
側
の

も
a
’
e
ん

挑
戦

を
中
閣

は
ど
う

受
け

て
立
つ
の
で
あ
ろ
う

か・

・3
un

日
中
間
交
回
復
へ

の
潮
流

に
た
れ
も

が
料

を
さ

す
こ

と
の
で
き
ぬ
今
日

、
厄

要
な

こ
と
は

、
中
間

の
災
怖

を
正

し
く
犯
出
す
る
こ

と
で
ら
ろ
う ・

級
新
の
資

料
に
基
づ
い

て
『

今
日

の
中
国」

を
紹
介
し
て
み
よ
う
・

。

建

国

年
島市
e
’
tF

一
九
四
九

年一
O
刀一
日

、
中
華
人
民

JR
’
a，

．F
’
r
，，
，
a’

 

共
和

問
の
成
立

が、
北
京
の
天
安
門
前
広

場
で
向
ら

か
に
立
せ
ら
れ

た・
こ

の
年．

’
’
u
a，

 

早
く
も

、
ソ

述
・

東
欧
訴
同・
イ
ン
ド

な
ど

社
会
主
ぷ
訪

問
や
ア
ジ
ア

の
同
ぐ

に
が．

そ
し
て
裂

五
O
年

に
な
る

と
イ
ギ
リ
ス
も

承
認

を
与
え ．

新
中
同

は
世
界

に
そ

の
第

一
歩

を
釆

り
出

し
て
い
っ

た・

仙刊
に

ソ
述

は
「

・中
ソ
友
好
川
則
条
約」

を一
九
抗

O
。

〈〉

の
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は
再び
臨
喰体
制に
はいっ
た ・
この
間

hr
u
h
，、

チベ
ッ
ト
も
解政さ
れ ．
台
湾を
除く
小

俗人
民共
和同の
版
凶が
確
定し
た
こ

九五
三 ．
経
済
而で
は ．
同
民絞
枕引の

復興
期とい
わ
れる
凶
九I
五二
年まで

か
ん
，
a
・3

に
ま
ず土地
改
革が
ほ
ぼ
完
了し ．
地主－

g
践の
土
地が
没
収さ
れ 、
貧
農
中践に

土地が
分配さ
れた ．
ま
た
重要企
業の

悶常化 、
私営企
業の
公
弘合
営化
も
行

なわ
れた ・
同
時に
三
反
運
動（
針
汚・

－r

AF
，‘
，
s
，

 

－桜
山H・
官
僚主
出品へ
の
反
対）
や
五
反
巡
動

e－
－市
一
泊7・，
h

H
A7
6
い

（
附
収
賄・
脱税・
川
家
資材や
原料お

よ
び
国・添経
済の
情
報
盗み
ど
りへ
の
反

対）
が ‘
対
外的な「
抗
米
媛
朝運
動」
と

な
らぶ
閏
家
商での
大衆
運
動として
展

開さ
れ ．
社
会主
義
改
造へ
の
民衆の
意

識
変
革を
うな ・か
し
た ．

朝鮮戦
争が
停戦をみた一
九
五三
年

か
らは ．
ソ

巡の
岡鉱山刷を
小心に
重工
業

優先の
第一
次五
か
年計
阿
（五一一一i
五

七）
に
約手し 、
い
よい
よ
本絡
的な
悶

内
述設に
乗り
出
すと
と
もに ．
工
業
化

へ
の
第一
歩を
踏み
出していっ
た ・
五

四
年に
は ．
問
会に
相
当
する
全
国人
民

代表
大
会が
初めて
末
端総
選
挙をへ
て

L
a
’
L
ゅ
，

召
集さ
れ 、
滋
法を
制定し 、
「

過渡期

の
総
路
線」
とい
わ
れる
州
内
総設の
必

本
方針を
録
制仇して 、
長期
的 、
漸進
的な

社
会主
義改
造を
災行
する
方針を
悶め

た ．
こ
のこ
ろに
なる
と
対
外的に
も「
平

【
Aザ
a，
な
．‘

和五
原
則」
に
基づ
く
柔軟な
外交
が
積

極
的に
推
進さ
れる
よ
うに
なり 、
周恩

米
首相は 、
イン
ドの
ネlル
首相と
と

もに ．
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
新
興同の
リ

か
m－
e
〈

l
〆
ー
と
して
約
制し ．
イン
ドシ

ナ
戦

φ休戦に
関
す
るジュ
ネーブ
会ぷ（
五

四） 、
m一
一凶A
A
会
議
（五
五）
の
成
功

rw
’仰
向，
．．

 

，、に
M体
力し
た －

L
A

A
a－
－
A
．，

 

こ
うして
中
間の
威
信と
彬
料
力は
地

大の一
途を
たどっ
た
が ．
やがて
内
政

絹で
は
五五
年

後半
以降は
毛
沢
点の
術

－
命
’
w
－

一ホに
よ
り 、

州従
業の
急激な
集団
化が
開

始さ
れ ．
「

過渡期の
総
路
線」
の
方
針

と
大
きく
異なり 、
社
会主
義改
造の
テ

ン
ポ
は
に
わか
に
速ま
り ．

五六
年
末ま

で
に
会
同にhHM
HM
合
作社がつ
く
ら
れ ．

段業
協同化の
抜本
任務をほ
ぼ
述成し

て
し
まっ
た ・

そうし
た
背
品川の
なかで ．
問
五
年の

七
会
大
会以
来一
一
・年ぶ
りに 、

五六
年

九
月に
中国
共
産
党第八
回全
国代表
大

会
（八全
大
会）
が
聞か
れた ．
中
間
革

命勝
利

後
初めての
大
会で
あっ
た
が 、

こ
の
大
会は
中同
革
命と
中翠
人
民共
和

同の
m
m仰的
中
伎で
ある
小川
共
産
党の

勝利を
内
外に
誇示
するに
ふ
さわ
しい

大
会で
あっ
た ・
この
大
会は
毛
沢
京と

，
ゅ
，
L
a
’
S

＆
’
L
a
sa司
、

と
もに 、
劉
少
脊 ．
郷
小
平らの
折
滋

者がクロ
ーズ

アッ
プ
さ
れた
大
会で
も

あっ
た
が 、
中関共
産
党の
団結
と
勝利

が
誇らか
に
議
ら
れ 、
中岡は
過
渡期の

人
民
民主
主
ぷ独
政岡市家か
らプロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト

独
必の
同
家へ
移
行
するこ
と

が
作
げ
ら
れ
た ．
同
年二
月のソ
辿共

陀
党mニ
O副
大
会が
「ス

タ
ー
リン

批

か
ん・】
も

判」
を
敢行
するこ
とが
告
げら
れた ．

その
後の
非ス
タ
i
リγ

化の
過
程で
動

揺を
続け
てい
たの
と
まさに
対限
的な

安
定ぶ
りを

示し
た
中
間共
応
党八
金大

会で
あっ
た ・

こ
の
こ
ろ ．
小川
内
却で
は
『九

タ
l

リン
批
判」
や
それに
凶
述し
たポl
ラ

ン
ド

暴
動・
ハ
ソ
ガリ
l

事
件などの
彩

れ吋
じ
ゅ
ゐ

純甘も
あっ
て 、
「人

民
内
郎の
矛
応」
を

調墜し 、
処理
する
政
策が
と
ら
れ ．
毛

沢
東の
『

十
大
関
係論』（五
五）
や
『人

民内
部の
矛
盾論』（
五七）
が
提示
さ

れ 、
一
種の
自
由
化政
策としての
『百

花
斉放・
百
家
争的」
の
方
針が五六
年

に
提起さ
れた ・
五
七
年に
は
「百

花
斉

放・
百
家ATMW」
は
大衆
運
動化さ
れ 、

一
時は
然
狂
的な
「言

論の
自
由」
が
見

ら
れた
が ．
民主
崎山
党派や
党内知識
人

－a
《
＠
‘．

の
抑制さ
れてい
た
共産
党批
判が一
斉

に
わ
き上が
るや 、
同
年後半か
ら
急温 ．

＆
’
e
，

 

反
省派閥
争が
展開さ
れ 、
整民
運
動も

強
化さ
れ 、
右派
分子
が
次々
に
追放さ

れていっ
た ．

こ
うし
た
内
政上

て
ん
a
ゐ

の
近大な
伝
燥をテ

コ
に
五八
年に
は
m

二
次五
か
年
計
同

（五八
17）

が
惜別
手

さ
れ 、
同
年夏には

アメ
リカ
の
戦
争瀬

UF
Ln

 

戸際
政
策に
よ
る
台

掛川海峡の
危
畿とい

．、んa’a－
う
緊張
情
勢を
掛川対

に 、
全
国
鈴
村の
人

民公
社
化がは
か
ら

れ ．
同
年末までに

は
そ
れは
達成さ
れ

た ・
同時に
「社

会

主
義
建
設
の
総
路

線」
の
もとで
生
産

の
『

大脳
進」
運
動

が
起こ
さ
れた ．
こ

の
と
きの
急
激な
同

·�努通泌総主主犠品��
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－一

んds、

は 、
当
時すで
に
潜
在
的に
進んで
い
た

小ソ
必
勺’もか
らんで ‘

党内か
ら
も
批

判が
起こっ
た ．
こ
の
と
き
批
判の
小

’
h

 

心を
犯っ
たの
は
同
防部
長のMV
徳
俄で

あっ
た
が 、
彼は
五
九
年
秩 、
一
郊の
M

1
AY
’
・v
，、

川州市れと
と
もに
以
党
分
子と
し
て
失
脚さ

せ
ら
れた ．
同
時に
も沢
米は
川
氏セ
附

を
辞任し ‘
政
治の
第一
線か
ら

後退し

て 、
劉
少
脊が
国
家
主
席と
なっ
て
政
治

の
m一
一線を
災
質的に
柄引
うこ
とに
なっ

た ．
冗
九
年ぶに
はチベ
ッ
ト

で
恭
助が

起こ
り 、
〆
ラ
イ
ラマ
がイン
ドに

亡
命

ふ
ん
を
3

し ．
やがて
小印同
庇
紛
今が
発生し
て

かつ
ての
ア
ジ
ア
の
問主
川一七が
川
小う

こ
と
と
なっ
た ・
ソ

述は
中
印
紛
令で

もイン
ド

側を
支持し 、
小ソ
川の
関係

は
必
化の一
途をた
どっ
たが 、
五
九
年

六
月にソ
述が
J門
防
新
妓術
協定
二五

九
年六
月
締
結）
原
燥サン
プ
ル
・技術

－r
a
’
・6

・τ
，、
を，
、

は

‘曹、

資
料の
供
与を
約
束し
た）
を
級乗した

と
とに
よっ
て 、
中ソ
の
対決は
もは
や

決定
的な
段
附までに
到述し
ていっ
た

の
で
ある ．

六
O年以
降 、
現
代
修正
主
筏を
批
判

する
中
間と 、
教
条主
義を
批
判するソ

辿との
必
燃は
公
然化し 、
小ソ
ぬ
φは

ます
ま
す激
化し
ていっ
た ．
六
O年に

は ．
ソ
述は
中岡へ
の
妓術
援助を
停止

し 、
ソ
述
人技
師を一
斉に
引
き揚
げさ

せ
た
た
め ‘
中間は
「臼

カ
更生」
をス

ロ
lガソ

に
明え 、
同
時に
劉
少
k旬 、
卸
小

平らの
リ
ー
ダ
ーシッ

プ
に
よ
る
経
済制向

終政
策を
実
行
し
て 、
「

・火
山削
逃」
政
策

に
よ
り

純
続的
凱
失を
例
制似しよ
うとし

た ．
中ソ
対立は ．
六
三
年－
Mの
い仰い
d

会

談で
もつ
い
に
潟
換がつ
か
ず ．
決
裂に

よっ
て
中ソ
双
方の
多
数派工
作が
同
際

共
f
I
λ
r
品川
内
総て
おこ
なわ
teん

hハ
問
年一
O刀 ．
フル
シチ日
フ
のソ ト池

内制
辞
任と
川
時に
小
川は 、
「引

力．山X

生」
に
よ
る
般
開
発
述成の
治則をこ
め

げ
ゐ
げ
，‘

た
m一
一間
原
則球尖験に
成
功 ．
やがて
六

七
年六
刀に
は
水
爆
尖
除に
も
初めて
成

LF
，、

功し
て
該
保
有国となっ
た ．

六
0
年代
前
半を
通
じて 、
経
済制嗣
絵
C
2・
L
2
5

政
策は
成
功し 、
小
悶の
阿
力は
蒋
上
昇

し
は
じめた
が 、
この
削 、
政
治の
第一

線を
離れてい
た
毛沢
東は
劉
少奇 、
郊

小
平らの
政
策を
「資本

主
必
復
活』
を

もた
らす
政
阪とみ
なし 、
対ソ
辿服・阪

につ
い
て
もベ
ト

ナム
戦
争に
当而し
て

ソ
述との
統一
戦
線
形
式を
考える
など

は
Jせ
ない
と
して
釘
少
内川 、
開山
小
平ら

の
党
内
災総
派
批
判を
悦
似し 、
イン
ド

ネシ
ア
九・
三
O
事
件 、
第二
嗣AA
会

議の
流
産な
ど
中
国が
外
交的に
も
行
き

づ
まっ
た
六五
年
秋 ．
最初は
文京 、
学

術
批
判の
か
た
ちを
とっ
て
毛沢
点の
桁

羽
下に
文
化
大
革
命が
凶行持し
た ・
やが

て
六
0
年代

後半は
文
化
大
革
命の
泳
動

と
泌乱の
なかに
会
中間が
投ぜ
ら
れる
品”
‘，
L
A

こ
と
と
なっ
た
が 、
六
六
年六
月 ・
MUNA－－LMd

 

北
京
市
長（
党小
央常務
景況以）
らが
失

－
e‘
，

 

脚 、
同年
八
月に
は
紅
衛
兵が
大
挙
出
現

し
て
世界を
篤か
せ
た ．
割以六
七
年に
は

い
ると
人
民解放
軍が
全
間的に
文
化
大

か
、
．
4
3

革
命に
介入し 、
各
地の
泌
乱をおさ
え

．，
，、

．

．

 

B
そ
3

て
奪杭
闘争の
巾心を
勉っ
ていっ
た ．

その
結
扱 ．
六八
年
九
刀までに
新しい

品川力
ぬ
悦と
し
ての
が命
受
μ会が
川 、

先
斡錦 、
大
和保
代
ぷの
「一一一

紡〈ど
を
原

則とし
て
全
川に
成虫 ．
災出制
派はAAM

的に
打
倒さ
れ 、
劉
少
舟も
党か
らん元金

に
追
放さた ・
こ
うし
て
毛
沢
東
の
勝

，
A
g
－－
－

 

利 、
それを
支
えた
箪
代表の
林
彪の
勝

利の
もとに
文
化
大
革
命は
収
給さ
れ 、

六
九
年四
川 ．
小川仲代般
党
第九
回全同

代炎大
会（九
今一
大
会）
が
附
似さ
れた ．

九全
大
会は
『

毛沢
東
思
州出」
をこ
れま

で
以
上に
絶
対化し 、
仙仲彪を
も沢
点の

後
継
帆引と
脱
泌し
た
党
規
約を
同代
以 ．
川

内に
休
彪が
政
治
械
作をおこ
なっ
た ．

休
彪の
政
治
相制
作は 、
対内的に
は
JU

沢
東
思似」で
純胤
化さ
れた
党の
蒋
述 、

対
外的に
は 、
六
九
年三
月以米 ．
制問
皮

し
ょ
‘，
a
。

での
耶事
衝突を
くりか
えし
てい
るソ

述「
社
会
情同主
義」
との
戦
令の
市仰

をこつ
の
柱とし
て
と
り
あ
げ 、
AK
同人

ふ
ん
’
’

a
sω
、

M同の
掘削
闘を
必
却し
た ．

L
，、
．
．

 

6
・・

九九h
大
会
以後 、
六
九年
－Uに
は
新似

地
必の
小ソ
川
公で
恨ト〈な
パ
hM紛
失が

1964年初めて成功した原t1l爽験

起こ
り ．
この
耐
突を
契
峻に ．
川忠米・

首相お
よび 、
疏永
勝・
総和世
謀長の
イ

伊シ
ア
チプに
よ
る
中ソ
関
係の
危
機凍

結がは
か
ら
れ 、
コ
ス
イギン・
胤
恩
来

会
談を
絞て
小ソ
同脱
会ぷへ
と
進んで

いっ
た ．
一
方 ．
党の
併胞は 、
一
九七

一
年
互に
光成し 、
全
同の一
級行政
区

に
党
委
ハH会が川什
山比さ
れた
が 、
川内
山比さ

れた
党は ‘
文化大
革
命の
剛川
念とは
逆
L

 

R ，m
人
代打火が
ぽ
倒
的
ω問的礼金
占め ．

本
命大
衆の
代点はほ
ん
の
少
数
で
あ

る ・
また川
幹部が
大
誌に
後
続 ．
逆に

文化大
革
命で
活協した
指
滋者が
次々

と
失昭 Aする
など 、
九全大
会
路線の
変

容と
れ a孔
が
すすん
で〉ぎた ．
こ
うし
た

情
勢の
なかで
小
同は
対
外的に
は
文
化
r
－
3
h－
A

 

・ぶ
革
命山 ．．

 

時の
強
制叫路線をすて
て
柔
軟

な
積回開
外交に
転じ ．
一
九
七一
年だ
け

で
も
新たに一
二
か
同と
同
交
を
付
ん



で 、
中
間
承
－必
悶は
合
計六
九か
国と
な

り 、
台
湾の
国
府
承
認
国五
六か
国を
大

き
く
上
回るよ
うに
なっ
た ．
中
国は
七

一
年
秩の
同
述
総
会で
ア
ルパ
ニ
ア
決
滋

裟の
可
決
（
佼成
七六 ．
反
対三
五 ‘
染

織一
七）
に
よ
り 、つ
い
に
悶
述
代
表
蜘仰を

手に
し ・
同
辿に
参
加
するこ
とに
なっ

た ・
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
か
らの
撤退
と

V
AV
し
』
〈

い
う
情
勢に
応じ
て
対ア
メ
リ
カ
接
触へ

の
関
心を
も
示し 、
七二
年二
月にニ
ク

ソン
米
大
統
飢の
訪
中が
災
現
するこ
と

政

治

の

目

標

13 

に
なっ
た ・

しか
し ．
九
全
大
会
以
後の
中
国の
内

政・
外政
両
国に
お
け
る
変
化と
関
連し

て 、
党小
失の
リ
ー
ダ
ーシッ

プ
に
お
い

て
は
深
刻かつ
重
大
な
政
治
的
変
化が
み

ら
れ 、
九
全大
会で
確
定し
たこ
五
人の

中
央リ
l
〆
1シッ

プ
の
うち 、
一
五
人

が
再び
失
脚し
て
し
まっ
た ・
毛
沢
東の

後
継
者と
して
党
規
約で
決め
ら
れ
た
林

彪の
失
脚もほ
ぼ
確
定し
た
事
実に
な
り

つ
つ
ある ・

と

し

く

み

北京て行なわれた演習に参加した民兵師団

しい
波
法の
草案 ・か
伝え
ら
れた
が 、
い

ま
だに
全
国
人
民
代表
大
会の
召
集
も

ない
た
め 、
新しい
滋
法が
確
定
せ
ず ．

世
法は
五
四
年九
月二
O日
制定の
怒
法

を
たて
ま
え
と
してい
る ．
こ
の
滋
法は

閉
口一
O六
条か
ら
成
り 、
小
山市
人
民
共

和問
を
労
働
者
附
級が
術
部し ・
労
働
行 －

mM
民の
同
盟を
法
礎と
する
人
民
民
主
主

義
悶
家を
規
定して
い
る 。
し
か
し ．

今

日の
中
図は
プロ
レ
タ
リア
ー
ト

独
裁の

国
家だ
とい
わ
れて
お
り 、
こ
の
点で
も

由
法は
突
情に
あわ
ない ．
もとよ
り 、

今日
すべ
て
が
「毛

沢
東
似
必」
に
よっ

て
統
括さ
れるの
で
あ
り 、
滋
訟の
各
条

文は
完
全に
死
文
化し
て
し
まっ
て
い
る

とい
え
る ・

政
治の
当
面の
目
際は 、
社
会主
議
建

設
を
前
進
させ ．
帝
国
主
義と
他
民
地
主

義に
反
対し 、
ム
川明
代
修
疋
主
義・
社
会

品川
向
主
義〉
を
粉砕
するこ
とに
あ
り ・

〈毛
沢
東閉山
怨〉
に
よっ
て
会
人
民を
イ

•l•[fifの輸入品IWi成（1969ft＇・）
デ
オロ
ギ
l

的に
も
武
装して
企
人
民を

革
命の
後
継
者に
するこ
とに
ある
と
さ

れてい
る ・

〔政
治
機構〕
建
国
時の
人
民
政
治
協
磁

会
議に
代わっ
た〈
全
国
人
民
代表
大
会〉

が ．
い
わ
ば
国会に
相
当
する
紋向
権
力

機
関で 、
すべ
て
の
立
法
織を
有し ・
国

家主
席・
同
務
院
総理
以
下の
同・ば
人
事

や
同
家総
済
社
向 ‘
同
家
予
算・
決
算な

どを
決
定
する
た
て
ま
えに
な
っ
て
い

る ・
人
民
代
表
大
会代
表は
省 、
自
治
区 、

信
結
市 ．
軍
隊 、
在
外
中
国
人な
どか
ら

選
出
さ
れ 、
任
期
四
年 。
同
大
会会
議は

毎
年一
回
開
催
するこ
とに
決め
ら
れて

い
る
が 、
こ
こ
八
年
間
聞か
れ
て
い
な

い ．

定以は
改
正の
た
び
に
ふ
え ．
もっ

と
も
新しい
六
五
年一
月の
大
会で
は
三

O問
O
人と
なっ
た ・
人
民
代
表大
会
常

設
機
凶と
して
常
務
委
員会が
位か
れて

お
り 、

委
員長一 、
秘
3一 ．
副餐
員長

一
八
をふ
く
む
委
只が
逃
ば
れ ．
大
会
招

集・
法
作
例
・短・
間
務
院
監
叫u・
条
約
批

1
ゅ
ん

機・
白
戦決
定な
どの
松
阪を
もっ
てい

る ．

1111子lの始Ill品l l桃成（ 1969'ド）

問
欲主
席は
元
小川に
川相
当し 、
任
期凶

化
い
し
や

か
しV
げ
ん

年 ・
法
律の
公
布 、
大
数 、
戒
厳 、
動
μ

令
公
布 、
立
戦 、
国
務
院
総理
以
下の
行にゐ

政
職
以や
国
防釆古
川以会
副主
席以
下の
任

免 、
対
外
的に
も
国・泌を
代
表
する
な
ど

の
権
限を
もち 、
また
国
防
委
員会
主
防

を
兼
任
する
たて
ま
え
に
なっ
て
い
る

ω
γ
官
化大
革
命で
劉
少
奇同
家主
附が

失
脚して
以
来 ．
阿
波主
山仰は 喧小
骨刊の
ま

ま
今日
に
およ
ん
でい
る ・
川
主
席（
川弘

L

も
ん

在二
人）
を
悦
き ．
治
問
機
関に
松
山同

務
会
議が
ある ・

最
高
行
政
機
関は
国
務
院で 、
い
わ
ば

内
仰に
相
当
する ・
総理
〈首
相側 、
発
足

以
米
間
思
米）
の
下に
副
総理
数人
（
現

在
名目
上は一
混
入） 、
秘
HH
HK一
人で

常
務会
官酬
を
構
成
する ・
外
交
部 ．
同
防

相叫
文
化
的 、
教
育
部以
下の
三
八
部が

あ
り ．

各
部に
部
長
（大
凶）
を
位
くこ

とに
なっ
てい
る ．
また 、
問
家
計画
委

日
会 、
国
家
経
済
安
員会など 、
二一
の

専
門
機
関が
ある ・
こ
れ
らの
各
郎 、
妥

以
会
もし
くは

弁公
内全が
わ
が
同の
約
げ

に
相
当
する
もの
で
ある
が 、
文
化大
都



．，

，B・
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ら
れる」 、
「

戦
争に
は
戦
争を 、
武器に

は
武器を」
とい
う
毛
沢
東軍
事思
想に

基づ
い
てい
る 。

正
規
軍とと
もに
民
兵制
度が
重
視さ

れ 、
六五
年に
は
寧の
階
級
制
度が
隊
配

さ
れた ．
正
規
軍は
〈人
民
解放
軍〉
と

呼ば
れ 、
陸・
海・
空・
公
安の
四
軍種

に
分か
れて
お
り 、
全
国には一
Oの一

級軍区 ．
ニ
九の
省
級
軍区が
あるが 、

文化
大
革命で
は
奪権
闘
争に
全
面的に

，‘民事う
介入して
毛・
林
支流
派をバ
ッ
クアッ

プ
し ．
以
後 ‘
社会の
あ
ら
ゆる
部門に

軍が
介入し
て
お
り 、

軍幹
部が
党幹部

をしのい
で
活
臨してい
る ．
九
全
大
会

で
選出さ
れた
中央
委
員の
四六
%は
軍

人で
あり 、
新しい
党
委
員
会の
由
記は 、

判明し
たか
ぎりで 、
その
九
OZ前
後

が
軍幹部で
ある ．
またニ
九の一
級
行

政
区の
党
委
員会の
第一
書
記の
うち二

一
人が
軍
人で
ある 。
総
兵力は
推
定二

八三
万 ．
生
産
労
働に
も
参加し 、
絶え
ず

政治・
思
想工
作で
きた
え
ら
れる ．
民
兵

は
人
民公
社
単
位の
男女
皆兵制で 、
約

二
億以上 ．
常時
臨
時
体
制を
整えてい

る ．
空
軍は
約二
八
O
O
機以上で
ある ．

自
力に
よ
る
核
開発を
進め 、
六
四
年

げんば〈

一
O
月 、
第一
回
原
爆
実
験に
成
功 ‘
六

七
年六
月には 、
水
爆実
験に
も
成
功し

た ．
軍の
実
質的な
最高
指
導機関で
あ

る
党中
央
軍
事
委
員会主
席は
毛
沢
東 、

副主
席は
林
彪以
下五
人で
あり 、
林
彪

は
国防部
長として
全
軍を
統
括 、
総
参

謀長には
黄永
勝が
当たっ
てい
るが 、

七－
年秋以
降 、

林彪も
黄永
勝も
消
息

不
明で
ある ．

b－

必ゆ

織原
則に 、
〈大
衆
路
鯨〉
を
活
動
原
則

とし
てい
る ．
一
九六五
年までの
八
全

大
会以
来 、
党中
央で
は
主
席一
〈毛
沢

東） 、
副主
席五
（
劉
少奇 ．
周
恩
来 、

朱
徳 、
陳
雲 、
林
彪〉
と
総書
記一
（都

小
平）
が
中
央
政治
局
常
務委
員
会を
構

成し 、
〈トッ
プセ
ブン〉
と
呼ば
れて

最高
指
導部を
担っ
てい
た
が 、
文
化大

革命に
よっ
て
大
変動が
あ
り 、
劉
少
奇 、

郵
小
平らが
失
脚し 、
－
九六
九
年の
九

全
大
会で
は
主
席一
（
毛
沢
東） 、
副
主

席一（
林
彪） 、
総
書
記が
慰さ
れて
中
央

政治
局常務長五
（毛
沢
東 、
林
彪 －
周

恩
来 、
陳
伯
達 、
康
生）
が
最高
指
滋者

間に
なっ
た ．
また
中央
政治
局安
員と

して
は 、
業群 、
業
剣
英 、
劉
伯
承 、
江

タ
ジ
炭
油
石
量
鉄
ト

材
酸
ダ
料
機
車
布
踏
物

背 、
朱徳 、
許
世
友 ＼
脈
館
駅 、
かず先
念、

ノ

一

巴

？

t

s’

茶

ツ

鉱
電

．

ソ
B

助
動

産

李作
鵬、
呉
法
憲 、
張
春樹 、
郎会
作 、

メ

性
学

挑
文
元 ．
黄
永
勝 、
訟
配武 ・
謝
宮治 、

ヨ
雑
ダ
綿

プ
ヒ
石
原
鉄
発
銑
セ
木
硫
苛
化
電
自
綿
砂
水

同
候
補
委

演としては
紀登
室 、
李雪
峰 、

命に
よっ
て
機
構 ‘
人
員の
簡素化がは

三
級の
人
民公
社・
鎮に
分か
れ 、
各
級

李徳生 、
在
東
興が
選出さ
れたが 、
以

か
ら
れ
（「
精兵簡
政」〉 、
現
在 、
大
幅

の
地
方
人
民
代表
大
会
〈
任
期 、
省四
年 、

上の
合
計二
五
人の
中
央リ
ー

ダーシッ

な
統
合 、

改編が
す
すんでい
る ．

他は
三
年）
が
最高
権力機
関で
あり 、

プ
の
なかで ‘
一
九七一
年末
現
在 、
健

司
法 、
検
察
面で
は 、
人
民
法
院が
最

そ
れ
ぞ
れ
執
行機
関として
地
方
人
民
委

在で
あるの
は 、
毛
沢
東 、
周
恩
来 ．
業

高・
高
級・
中
級・
末端の
四ク
ラス
に

員会を
もっ
てい
たが 、
文
化大
革
命に

剣
英 、
江
背 ‘
挑
文
元 ．
張
春
橋ら一
O

分か
れる
ほか 、
人
民
検
察院が
ある ．

よっ
て ．

革命委
員
会が
従
来の
人
民
委

人前
後に
す
ぎない 。

従っ
て
最
高
裁
判
所に
相当
するの
は
最

員会に
か
わる
もの
に
なっ
た ．

民主
諸
党派には ‘
国
民

党革命
委
員

高
人
民
法
院で
あるが ．
こ
の
ほ
かに
も

政
党は
中
国共
産
党が
圧
倒
的
支配
政

会 、
民主
同
盟 ．
民主
建
国会 、
農工
民

そ4Lん

制
度的な
司
法
組
織以
外の「大
衆
裁
判」

党で ‘
党
員
数推
計一
九
O
O万（六
四）

主
党 、
民主
促
進会 、
九三
学社などが

が
おこ
な
わ
れた
り 、

実際には
共
産
党

は
世
界
最大で
ある ．
形
式
的には 、
民

あり 、
また 、
各
政
党・
各
団
体・
各
分

中
央の
決
定が
『

最高
判決」
に
なる
場

主
諸
党派の
存在
も
許さ
れる
多
党制を

野の
統一
戦
線的な
政
治機
関と
して

人

合が
多い ・

とる
が 、
こ
れ

均
的
民主
諸党
派は
完全

民
政治
協
商会
議が
あるが ．
現
在で
は

地
方
行
政
区画は 、
第一
級の
省・
自

に
去
勢さ
れ 、
形
骸
化して
し
まっ
て
お

い
ずれ
も
名目
的な
もの
に
す
ぎな
くな

治区・
直
路
市（

全闘と
九
の一
級
行政

lh川町質的には
山
中
国共
産
党

宮窪｜lhvAL
ま

りた ．

区） 、
第二
級の
県・
自
治
県・
市 、
第

な一
党
独
裁とい
えよ
う ．

〔
寧〕
軍
事上の
基
本
原
則は
「

戦
争の
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社

会
・

文

化
・

生

活

,, 

門教育〕

社
会主義工業国建設のため

の科学技術人材の養成
と
．初等・中

企，．e晶－v‘，

等教育の普及による教育の機会均等

の実現
との同時達成を

課題
としてい

る
．

〈教育
に関
する指示〉ご九 五

八）

以
後
－学校系統は全日制・半日制・

業余制の三本立てに
なった
．

全日制

は
六
・三・三制
が原則
で
、

初級小学

（四年）
・高級小学（ニ
年

〉・初級中学

〈三
年

γ高級中学〈三
年
）
の上
に専門

学校・大学
がある
．

小中学の
年

限短

縮
と水準向上を

実験中
である
．

半日

制は半日労働半日学習（半工半学）

または－
月
労働 一月

学習などを
原則

とする独自の学校
で
．
人民公

社
の操

業中学を
その典型
とする
．

業務学校

白んれ‘は
年

齢制限
が
な

く
．

小学校から大学

（紅専大学）
までの学校
が
、

工場・人

民公

社に
あ
り
、

業余の再教育
が行な

われる
．
いずれも〈働
きつつ学ぶ〉

人間の育成を
目的
にし
、
いずれの学

校からも全日制大学への
進

学を
可能

にし
、

実質的
には単線型
といえる
．

－九六

O
年
現在．小学生

一億 ．中

学生一
九九
O

万、
大学専門学校生九

六
万で、
労働 者・農民子弟の完全就

学を
ほぼ達成した
．

しかし、文化大

草命
によって教育改革を

実行中
で
あ

り
、

大学の修業
年

限短縮．
学生
・教

師の下放運動強化、
全学生
の
労働

参

加などが実施されつつ
ある
．文革の

混乱ののちは 、理工系大学
がまず再 開し、

文科系大学はまだ全面的
に再

開されていない
．

Lんと’

gm教〕信仰の自由は溜法上認め
ら

れ
ているが ．文化大革命
で

ほ
とん

ど

否定
された
．

中国の伝統的な教義
と

巴申et’

しての儒教のほか．
仏教・ラマ教・道

教・回教・キリスト教
が存在していた ．

門文化政策〕「スタlリ γ批
判

」
直

後の
一九 五六

年
、

党中央宣伝部長陸

定
一
が
、

科学・芸術の創造的
発展の

ため
に〈百花斉放・百家争鳴〉政策

を
提起し、知識人の〈自由な論争〉 を

呼びかけたが 、反右派闘争〔
五

七）

以来は ．革命
に奉仕
する文化
が強調

され、多くの作家・芸術家が批
判

さ

れた ．文化大革命
で

は1〈階級闘争
”・・・ha，

を
軽視
する修正主議〉的傾向の文芸・

学芸
が批
判

された
．

そして
これらは

『資本主義への道」を
開
く
もの
とさ

れた ．京劇現代化も この方向
で

行な

われ、今日
で

は
、
す
べて が〈毛沢東

思想〉の勝利
という
一

点
で

統－され

てい る
．門生活

〕

社
会保障
制度は近
年ますま

す拡充され、住宅・学校・医療機関

の増加措
配が
とられている ・賃金は

「労働
に応ず
る

分配」
という
社

会主

義の賃金制度を
原則
とするが ．人民

’A申，aHNん’主4

公

社で
は
、
賃金と現

物給与 を弾力
的

にとりまぜる 所 が多い
．労働者・一

般
職員
の
年平
均
賃金は人民総約六五

O元程度三九七

ト
年
九月
の発表）

で あるが
．
これは邦貨の

約九万五

O

OO円に相当す
る
。
この数字だ け

を
み
るとまだまだきわめ て低い
が
．他

方、
労働 者
の家賃
が平 均賃金の四%

前後でまか
なわれるな
ど、 生活保障

が進んでい るの
で

直接 的な批
判

は
避

け
るべきで あろう．物
価は
、経済成

長の
率が
低い
こともあ
っ
て
長期 安
定

しているが
、
自転車・ミシγ
・ラジ

オ
という
、
も
っ

とも
一

般
的
で
人
気

のある
耐
久消費
財は いず
れ
も 値が高

く簡単 には手に
入れられな
い。

名 称 所 人 民委在員地会 面積（km2)
人（万人）口

�t 京 市 17, 100 700 上 海 市 5,800 1, 000 

天 津 市 400 

河 オじ 省
202, 700 

4,300 

山 西 省 太 原 市 157, 100 1,800 

山 東 省 済 南 市 153,300 5,600 

河 南 省 鄭 州 市 167,000 5,000 

遼 寧 省 龍 陽 市 151,000 2,800 

吉 林 省 長 春 市 187,000 1,700 

黒 竜 江 省 ハルピン市 4臼，600 2, 100 内モγゴル自治区 フフホト市 l, 177,500 1,300 

快 西 省 西 安 市 195,800 2, 100 

甘 粛 省 聞 州 市 366,500 1,300 寧夏回族自治区 銀 Jll 市 66, 400 200 

青 海 省 西 寧 市 721, 000 200 新樹ウイグル自治区 ウルムチ市 1, 646, 800 800 
江 蘇 省 南 京 市 102,200 4,700 

新 江 省 杭 州 市 101,800 3,500 安 徹 省 メロ』 E巴 市 139,900 3,500 

湖 �t 省 武 漢 市 187,500 3,200 

湖 南 省 長 沙 市 210,500 3,800 

江 西 省 南 昌 市 164,800 2,200 

稲 建 省 福 州 市 123, 100 1, 700 広 東 省 広 州 市 202,400 4,000 広西壮族自 治区 南 寧 市 233,400 2,400 

貴 州 省 賞 陽 市 174,000 1, 700 

四 Jll 省 成 都 市 569,000 7,000 

雲 南 省 昆 明 市 436,200 2,300 チベット自 治区 ラ
サ 市 1,221,600 132 

直轄市・省・自治区の面積と人口

資料は人民日鯨・北京放送による


